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スマートビルおよびIoT��のメッシュネットワーク

��：Bluetooth�メッシュネットワークは、スマートビルの��やIoTの��および��
の�� に�"に#$です。()では、Bluetoothメッシュネットワークの*+について/
0し、その��34の�� に56つオンセミの78と�:ツールを=>します。

IoT (モノのインターネット)のおかげで、
�はかつてないほど����が
�していま

す。��のIoTデバイスの��を��しようとする��は�いを�してきており、��	で

�
�の�い��
�のニーズが�まってきました。Bluetooth 5.0� は、!にIoTアプリ
ケーションの'
�(に)*を+てた� を,めて、Bluetooth Low Energyの-�のネット

ワーク0�を12するための34を5えたことになります。Bluetooth 5.0とBluetooth Low
Energyはワイヤレス・テクノロジの<*を=>していましたが、メッシュトポロジをサポ

ートする�Cがないという*は、IoTのDEが�いているFでEきなG�になっていました

この�HをIJするために、Bluetooth Special Interest Group (SIG)はBluetooth mesh
Device Properties 1.0‘(Bluetoothメッシュデバイス!�1.0)� Kを�Lしました。この�

M、Bluetoothをベースとする、����O�な-P-の��をQ>できるようになりまし

た。ここでは、メッシュネットワークがIoTデバイスの��をサポートするRSや、エンジ

ニアがメッシュネットワークをT�とする��を���するのにU�つソリューションを

�Wします。

Bluetooth Low Energyのメッシュネットワーク

Bluetooth Low Energyのメッシュネットワークは、-P-(m:m)のトポロジをQ�し、

マネージドフラッディングと]ばれる0�を^�してデータを��します。その�M、こ

のメッシュネットワークはイーサネットベースのネットワークとは�なり、�F_ルーテ

ィングやルーティングテーブルをbcT�としません。また、Bluetooth Low Energyメッシ
ュ� は��のdでef�をQgするRSでセキュリティ0�をj�しているので、ネッ

トワークjにある��のノードはどのメッセージのjkにもlmをnうT�なく、トラフ

ィックをF できます。これらのノードはo!にメッセージをpすことができます。qr

に、ネットワークsで"t#が$%したu�でも、ef�vみパケットを&xできるだけ

です。この�M、ネットワークのセキュリティにEきな<*をもたらすとqrに、��の

シンプルさを'yすることができます。(cに)*したBluetooth Low Energyメッシュネッ
トワークは、z{_のP2P Bluetoothより+い,-をカバーすることができます。��のノ

ードは、��ノードから.て/}~にある��ノードにPしても、パケットをF するR

Sでメッセージの�けpしができるからです。これにより、コネクテッドライティングや

リモートセンサ01など、z{はBluetoothテクノロジの/}~であった- なIoTアプリケ
ーションがQ>O�になります。メッシュ� を��すると、�E32,767�のノードをQ
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>できます。そのため、-�の��デバイスが��していて、それらを�いに��するT

�があるスマートビルやIoTアプリケーションの�/}にわたる�2にも(しています。

フレンドノードとローパワーノード

Bluetooth Low Energyメッシュネットワークの3�に4C	な!+の1つは、ネットワー

クjにある!Lのノードをかなり�い5Cレベルで��させる�Cです。これらのノード

を｢ローパワーノード(LPN)｣と]び、�3	なBluetooth Low Energyデバイスをs�るバッ

テリ���8の+��をQ>できます。ローパワーノードは、ディープスリープ��から

ときどきウェイクアップしてデータを���するだけ、という��RSで�95Cを�(

�します。Bluetooth Low EnergyメッシュネットワークjでこのRSによる��をQ>する

ために、ローパワーノードはフレンドノードの:くに)*するT�があります。ローパワ

ーノードは、フレンドノードなしで0�をMたすことができないためです。ローパワーノ

ード(LPN)がウェイクアップしてネットワークの�の;�との��を<うときまで、フレン

ドノードはLPNを��とするメッセージを�=しておきます。ウェイクアップr*で、LPN
は�>Fの��をフレンドノードに�い�わせ、T�に�じてネットワークアクティビテ

ィに�?します。その�、ディープスリープ��に��します。

RSL10メッシュプラットフォーム

Bluetoothメッシュベースの'しい@���は、A�な� になるO��もありますが、

そのBにU�つ��のツールが��します。オンセミのRSL10メッシュプラットフォームは

、- �の あ る¤¥し や す いソリューションで あ り 、 R S L 1 0  B l u e t o o t h
5¦Cをベースとするメッシュネットワークアプリケーションの2Dに(しています。この

プラットフォームは、RSL10ベースの2�のメッシュノードと、1�のStrata Gatewayで¤
¥されています。Strata Gatewayは、Strata Developer Studio�への��をQ>し、ネッ

トワークプロビジョニング0�として��するので、セキュアなRSで��のノードをE

§および¨Fすることができます(Figure 1)。Strata Gatewayは、Strata Developer Studioへ
のシームレスでセキュアな��をサポートします。これはクラウド��_ソフトウェア

で、E§メッシュのプロビジョニングをO�にし、ファームウェアオーバーザエア

(firmware−over−the−air、FOTA)アップデートをサポートします。スマートオフィスやスマ

ートホームを,むbG	なメッシュネットワークの¬­®けのバーチャルワークスペース

を^�して、Strata²³ビューjのネットワークjにあるすべてのノードにPし、�f�

´、µ}¶、バッテリ、·´、ノード��などのセンサデータとトリガ�Lにアクセスで

きます。HIビューを^�すると、��のサンプルコードをJKできます。

http://www.onsemi.jp/
https://www.mouser.com/new/on-semiconductor/on-semi-str-rsl10-mesh-kit-gevk/
https://www.mouser.com/new/on-semiconductor/onsemi-rsl10/
https://www.mouser.com/new/on-semiconductor/onsemi-strata-developer-studio/
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Figure 1. The RSL10 Mesh Platform Kit Consists of Two RSL10 Mesh Nodes
and a Strata Gateway

RSL10メッシュプラットフォームを^�するすることで、Bluetooth Low Energyテクノロ
ジを^�して�5Cメッシュネットワークをk¹にQ�し、ºA	な�2へのL<を��

にMめることができます。この-A	なソリューションは、スマートホーム、ビルオート

メーション、N �IoT、リモート»¼01、ONEPとQ½の¾アプリケーションを¿L

した�(�をQgvみであり、メッシュネットワークの2Dと�2でT�になるすべての

R�な�SをÀÁします。メッシュノードは、RSL10システムインパッケージ(RSL10 SIP)

に§えて、��の»¼センサをÂTしているため、·´、µ}¶、U�をÃÄできます。

これらのノードは、2.3 kHzのトーンインジケータ、Å�ブザー�コネクタ、およびV¶0

�とアラーム0�もÂTしています(Figure 2)。

Figure 2. RSL10 Mesh Nodes Consist of the Features Required for
Developing and Deploying a Mesh Network

http://www.onsemi.jp/
https://www.mouser.com/new/on-semiconductor/onsemi-rsl10-sip/
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RSL10メッシュプラットフォームは、クラス��ともWえるX��95CをQ>している

ので、Bluetooth Energyメッシュのローパワーノードの�CQYに�(です。オンセミコン

ダクターのBluetooth Low Energyメッシュロードマップは、RSL10−SENSE−GEVKおよび

RSL10−COIN−GEVBというÈ�のZÉボードsで、Bluetooth Low Energyメッシュのロー

パワーノードの0�をQ>し、フレンドノードとローパワーノードの��をメッシュプラ

ットフォームのStrataユーザインタフェースに��することにより、そのÌ��をW[にK

しています。

RSL10 SIP

RSL10 SIPは、�M	なワイヤレス0�をQ>するとqrに、システムサイズやバッテリ

���8を�(�します。この@�は、�Í1.2 Vのバッテリを^�するアプリケーション

®けに��されており、~Îけ;�を^�せずに1.1〜3.3 Vの5Ï5Ð/}をサポートして

います。この@�は、��\の¦CCSoCCで、デュアルコアアーキテクチャと2.4 GHzトラ
ンシーバをÑ�し、Bluetooth Low Energyと2.4 GHzカスタムプロトコルをサポートするÒ

]�をQ>します。RSL10は、�95Cが ��ÍのBluetooth Low Energyシステムオンチ
ップ(SoC)です。ディープスリープモードのu�、�95Cはわずか62.5 nWであり、��

モードでの��に^�する5Cはわずか7 mWです。また、RSL10は、EEMBC®

ULPMark�のÓ^	なスコアも_¥しています(3 Vrに1090 ULPMark CP、2.1 Vrに

1260)。

N34TS108

N34TS108はデジタルÄC·´センサであり、G`/}をダイナミックにプログラムでき

るほか、a´の�·とaÕにPするアラート0�もÂTしています。これらの0�によ

り、コントローラまたはアプリケーションプロセッサが·´をbcにdみÖるT�なし

で、�(�vみの·´G×をQ>できます。N34TS108は、SMBusや2CØインタフェース

との�Ù�をQ>しており、SMBusのアラート0�を^�するu�、バスsに�E4�のデ

バイスを��することができます。N34TS108は、コンシューマ、コンピュータ、»¼にe

する¾fアプリケーションで、ÕQ½を�(�する�gにとって�(です。このデバイス

は、−40°C〜+125°Cの·´/}で��します。

FAN54120

FAN54120は、USB�Ùのシングルセル・リチウムイオンバッテリ®けリニアチャージャ

で、｢Power Back｣(バッテリから~;への5CÁh)0�を4えています。この@�は、Û

ÜしたバッテリのÝi、プリチャージ、��Þ5、フロートÞ5��をサポートします。

��Þ5rの5ß(IFAST)は、1�の~Îけàáで�Lします。プリチャージ5ß

(IPRE)とÞ5âã5ß(ICHGEND)はÄjrにそれぞれIFAST/5.2とIFAST/10に�Lvみで

す。オープンドレイン(“STAT”)ピンは、Þ5Fまたは�äDiのステータスをJKします。

｢Power Back｣を^�すると、バッテリからアクセサリに5CをÁhできます。

http://www.onsemi.jp/
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NCP5623B

NCP5623Bミックスドアナログ�kは、RGBåWまたはバックライトLCDディスプレイ

æ�の3ÄCLEDドライバです。lみmみDC/DCコンバータは、��モード1xと2xの���
チャージポンプ¤nをベースにし、94%のピーク��をQ>します。Í_パッケージをÑ

�しているので、スペースにG�のあるポータブルアプリケーションに�(です。

LV0104CS

LV0104CSはµ}¶センサ®けフォトICで、ç8のoにèたスペクトルé�!�をKしま

す。�(なアプリケーションは、êë5pとスマートフォン(デジタルTVやワンセグP�)、
ìíTV、ラップトップコンピュータ(ノートPC)、PDA、DSC (デジカメ)、ビデオカメラな

どです。

NCP163

NCP163は、250 mAのÄC5ßをÁhO�なLDO(�ドロップアウトレギュレータ)です。

RF�kとアナログ�kの�(をïたす��をÑ�し、�ノイズ、�PSRR、�qð5ß、

3�にrñなsjapとラインapをQ>します。このデバイスは、1�の1 �Fの2Cセ
ラミックコンデンサと1�の1 �FÄCセラミックコンデンサのlみ�わせで��するよう

に��されています。2つのXt_0.35P、0.65 mm x 0.65 mmチップスケールパッケージ
(CSP)、XDFN−4 0.65P、1 mm x 1 mm TSOP5パッケージでÁhされます。

NCS333

NCS333は�u´オペアンプで、2Cオフセット5Ðが3�に�く(�E10 �V)、vòó�
と·´ó�にPするドリフトも0に:くなっています。この�u´、�qð5ßアンプは、

ハイインピーダンス2Cを4え、レールをs�る100 mVのq�/}にPõするとqrに、

レールの5Ðから50 mVöjのレールツーレールÄCÅ÷をQ>しています。NCS333は
1.8 V〜5.5 V (25Ï5Ðのu�は±0.9 V〜±2.75 V)の�い5Ï5Ð/}にP�します。

NCS333ファミリは、z{の�w_2CøにexするクロスオーバなしでùれたCMRRをQ

>します｡この��により、ú�zC�のû�なしで、A/Dコンバータ(ADC){�rにü|し

た��を_¥できます。

まとめ

Bluetoothメッシュネットワークは、-くのIoT'@�の2D0ýをDEします。メッシュ

� により、�E32,767�のノードをQ>でき、-�の��デバイスが��しそれらを�

いに��するT�があるスマートビルやIoTアプリケーションの�/}にわたる�2にも�

(です。オンセミのRSL10メッシュプラットフォームをÑ�することで、メッシュネット

ワークの2Dを�やかに<うことができ、-�のノードをより��に�2するとqrに、

þ_,-、ネットワーク���C、5Cバジェットにおける��の`�を�しsげること

ができます。

http://www.onsemi.jp/
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